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平成２３年度の共同研究計画
＜競技者育成グループ＞
北海道におけるスポーツ立国戦略としての競技者育成トレーニングプランの検討
１）競技者の競技力向上における戦術的・技術的課題の把握（年代ごと，競技レベルごと，ポジションごと）
２）スポルクラブを含む本学の競技者を対象とした競技者育成プログラム実践およびメゾ的（１年間）検証（バ
ドミントン，体操競技，エアロビック，野球，陸上競技）
３）北方圏という地域性を考慮した年間トレーニングの実施
＜マネジメントグループ＞
スポーツ立国戦略について，北海道における問題・課題について検討
１）「スポーツ立国戦略」の理解
２）北海道における「スポーツ立国戦略」について
３）スポルクラブにおける実践プログラムの検討
平成２３年度の共同研究の進捗状況・研究成果等（当初予定の達成度）
＜競技者育成グループ＞
北海道におけるスポーツ立国戦略としての競技者育成トレーニングプランの検討
１）競技者の競技力向上における戦術的・技術的課題の把握（年代ごと，競技レベルごと，ポジションごとなど）
【達成度：８０％】
各競技種目で上述の課題発見に当たった。資料収集として，野球ではハワイでの野球のトレーニング状況，
陸上競技では山口国体に赴きジュニアから成人までの競技力の推移およびトレーニング課題についての調査を
行った。その成果として，野球では温暖地域の野球トレーニング状況の知見や選手の身体特性や選手育成のシ
ステムに関する情報を得ることができた。陸上競技では，北海道の選手と他の都府県の選手との身体特性の違
い，ウォーミングアップ形態や都道府県別による選手に対するコーチ陣のバックアップ体制や競技力向上のた
めの強化策に関する情報を得ることができた。
さらに，硬式野球，陸上競技，バドミントン，スポーツエアロビックおよび体操競技における北海道の競技
者育成に関する特徴に関して，北海道と積雪寒冷地以外の地域との比較することによって明らかにしようとし
た。その結果，北海道は独自のトレーニングサイクルを持つ中で，屋外および屋内競技の不利な点や恵まれて
いる点，ジュニア期からの一貫した指導者体制がないことやトレーニングを実施する上での指導方法，設備な
どの環境整備に工夫が必要のあること，ないし競技によっては競技人口の増加などの課題を明らかにすること
ができた。しかし，この２３年度の１年間で全てを把握できたわけではないので，今後も継続して競技者育成に
関する情報収集することも必要である。
また，競技別をみると，体操競技において，選手を育成していくための技術トレーニングの大きな課題であ
る姿勢欠点の修正方法について，発生運動学的な立場から検討を行った。そこでは運動経過の外形的特徴の分
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析のみでは実際の運動修正は効果的に行われないこと，つまり学習者の運動感覚を現象学的な意味においての
地平分析が不可欠であることが示唆された。今年度は，競技歴の長い大学生選手を対象としたが，今後は競技
歴の短いジュニア選手に関しても検討する必要がある。
陸上競技において，北海道内日本学生女子一流走幅跳選手を対象として，２０１０年から２０１１年における競技
成績の変遷と定期的に測定している各種垂直跳ジャンプパフォーマンスの変化の関係について，走幅跳の踏
切におけるキネマティクスの縦断的比較し，現状の競技力に影響を及ぼす要因について検討した。その結果，
各種ジャンプパフォーマンスの変化と競技パフォーマンスが対応して変化していることが明らかとなったこと
や，試合前後におけるジャンプパフォーマンス測定によりそのコンディションにより踏切のキネマティクスの
差を反映する可能性があることも明らかとなった。
２）スポルクラブを含む本学の競技者を対象とした競技者育成プログラム実践およびメゾ的（１年間）検証（バ
ドミントン，体操競技，エアロビック，野球，陸上競技）【達成度：５０％】
北海道での冬季トレーニングの課題を明確にするために，以下の競技種目を中心に年間トレーニング計画
（一般的準備期，専門的準備期，試合期の有無または月ごとによるトレーニング目的の判別）の立案及び実践
を行った。
平成２３年度において，本学大学競技者において北海道および全国大会にて好成績を上げる競技種目が多かっ
た。これらの成果の原因については究明途中である。この課題については，それぞれの種目で概ね抽出され，
平成２４年度シーズンに向けての冬季トレーニングを実践した。
そのうち，陸上競技においては，レーザー速度測定器が２３年度のシーズン中に納品できなかったことから疾
走速度に関する研究が全くできなかったため，２４年度へ持ち越しとなった。
体操競技では，１年間のトレーニングサイクルを本州と北海道の競技団体（ジュニアクラブ、高校、大学）
の実情から比較、検討した。今年度はサンプルとなる競技団体が少ないため、地域特性とトレーニング計画の
関連性については十分に明らかにできなかった。そのため、次年度はさらに別の競技団体のトレーニングサイ
クルについても調査を行う予定である。
また，スポルクラブおよび地域のジュニア選手，及び道内各種競技団体に対して，合同練習会や強化合宿な
どの開催によって，指導やアドバイスを与える機会を持つことができた。また，平成２４年度のシーズンに向け
ての冬季トレーニングの介入指導および短期教室を開催することが決定した（野球，バドミントン，エアロビッ
ク，体操競技）。
３）北方圏という地域性を考慮した年間トレーニングの実施【達成度：１００％】
２）の内容でも触れたが，現在各競技種目において冬季トレーニングの実践された。特に，オールシーズン
室内でのバドミントン，体操競技，エアロビックなどの種目の冬季トレーニングの課題，そして野球および陸
上競技は４月下旬～１０月までの約６ヶ月間という短い屋外での活動から１１月～４月中旬は屋内で活動となる年
間トレーニングサイクルの利点や課題について検討され，その成果は平成２４年度に表出される予定である。
＜マネジメントグループ＞
２０１０年８月に文部科学省より発表された「スポーツ立国戦略」について，北海道における問題・課題につい
て検討
１）「スポーツ立国戦略」の理解【達成度：８０％】
本研究においての大前提となる「スポーツ立国戦略」について，日本体育学会や体育スポーツ経営学会のシ
ンポジウムに参加し，経緯や諸問題・課題などの情報収集を行い，理解を深め，北海道における展開方法を検
討した。
スポーツ立国戦略が２０１０年８月に策定されて以降，スポーツ基本法が２０１１年８月に施行されるなど，スポー
ツに関する環境が大きく整備され，競技スポーツはじめ生涯スポーツに大きな好影響をもたらす期待が各所で
持たれていることが明らかとなった。しかしながら，それらを具体的に推進させていくスポーツ振興基本計画
は，２０１０年度をもって以前の計画が終了したままであり，新計画の骨子や概要，ならびに北海道型スポーツ振
興に援用できる理解をさらに深めたい。
２）北海道における「スポーツ立国戦略」について【達成度：８０％】
冬季間の積雪寒冷下，もしくは夏季間の冷涼気候，あるいは，冬季スポーツのハイシーズン，夏季スポーツ
のローシーズンなど，北海道における特性を生かしたスポーツ振興の在り方について，学校部活動との関わり，
地域スポーツクラブとの関わり，民間スポーツクラブ（フィットネスクラブ）との関わり，プロスポーツクラ
ブとの関わりなどの事例についての情報収集を行った。
いずれも，「スポーツ立国連略」との関わりについては，明確に現場まで浸透している様子は見られないも
―６２―
のの，学校部活動においては，小学校の体育授業等と総合型クラブとの連携するための施策実施や外部指導者
の充実が推進され，地域スポーツクラブでは「好循環」の施策として，引退後のトップアスリートの配置など
を既に試みていること，プロスポーツではスポーツキャリア形成支援が実施されていることが明らかとなった。
とくに，学校体育においては，江別市内の学校運動部活動の現状と学校選択制との関係性について，北海道
体育学会第５１回大会で発表し，学校選択制を中学校では部活動を選択理由で多く挙げていること，部活動が教
育活動かスポーツであるかどうかの議論が求められるなどの意見があったことが明らかとなった。また，プロ
スポーツについては，北海道内の４つのプロスポーツチームの地域密着の現状について明らかにするとともに，
北海道型スポーツ振興策についての検討を実施し，さらに，レバンガ北海道（JBL所属プロバスケットボール）
を対象として，現状の把握と北海道型スポーツ振興としてのプロスポーツのあり方を探るために，２０１２年２月
３日（観客数１，３５７名中４７５部回収）と３月３日（同数２，６６６名中１，０２６部回収）観客の実態調査を実施した。そ
の結果，観客の多くが女性であり，リピーターであること，地域密着性が高いことが明らかとなった。
３）スポルクラブにおける実践プログラムの検討【達成度：６０％】
本学スポルクラブおいて展開するプログラムについて，「スポーツ立国戦略」に基づき，実施及び展開方法
の再考，及び検討を実施した。
大学体制およびクラブ規模の関係から，競技スポーツやトップスポーツにつながるプログラムの協議や検討
は十分になされているものの，現実的にプログラムとして開催し実践には至っていない。今後も北海道におけ
る総合型地域スポーツクラブとしての実践研究につなげたい。
研究論文等公表状況
［論文発表］
千葉直樹：Ｊリーグに所属する在日朝鮮人の民族意識，北海道体育学第４６巻，２７３８．（査読付）．２０１１
永谷稔，千葉直樹，畠山孝子：北海道におけるプロスポーツと地域連携について，北翔大学生涯スポーツ学部研
究紀要第３号，４１５０．２０１２
大宮真一，佐藤晋也，菊地はるひ，大西昌美，北村優明：北海道における各種スポーツ競技の競技者育成の特徴，
北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要第３号，５１６４．２０１２
北村優明，沖田孝一，門口智泰，北海道中学生バドミントン強化選手の体力の発達と競技成績における関連性の
検討，北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要第３号，７１７６．２０１２
［学会発表］
１．永谷稔：学校運動部活動指導者の意識と現状について－北海道Ｅ市内調査結果から－，日本体育学会第６２回
大会，平成２３年９月２５日，鹿屋体育大学．
２．永谷稔：江別市における学校運動部活動指導者の現状と学校選択制による影響について，平成２３年度北海道
体育学会第５１回大会，平成２３年１１月１９日，北海道教育大学旭川校．
３．永谷稔，千葉直樹：レバンガ北海道観戦者の実態調査について，日本体育スポーツ経営学会第３５回大会，平
成２４年３月２１日，鳴門教育大学
４．佐藤晋也：運動指導における姿勢欠点の修正について，日本スポーツ運動学会第２５回大会，平成２４年３月２６
日，福岡県二日市市
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平成２３年度の共同研究計画
＜健康スポーツ推進グループ＞
○モデル地域の住民に対応した健康スポーツプログラムの作成にかかわるニーズ調査方法の検討
○スポルクラブにおける健康スポーツプログラムの実践およびその効果の検証、健康スポーツ指導者養成プログ
ラムの開発と実践
○地方市町村における総合型地域スポーツクラブと連携した複合的スポーツプログラムの実践
○北方圏地域における健康スポーツの普及に関する資料収集
○北方圏住民の自助・共助に必要な身体的要素とそのために必要な運動プログラムの調査開発
○多世代間交流プログラムや北方圏住民のためのアクアフィットネスプログラムの調査開発
○地域スポーツプログラムと連動した学生の指導実践の方法について
＜自然体験活動グループ＞
○自然体験活動指導者に求められる資質・能力に関する研究
○高等教育機関、民間団体における自然体験活動指導者の養成プログラムの実態に関する調査
○保健体育教員と自然体験活動指導者の資質・能力の相関に関する研究
平成２３年度の共同研究の進捗状況・研究成果等（当初予定の達成度）
＜健康スポーツ推進グループ＞
○モデル地域の住民に対応した健康スポーツプログラムの作成にかかわるニーズ調査方法の検討（８０％）
訓子府町において、住民に対応した健康スポーツプログラムの作成にかかわる効果判定の指標を保健活動専
門職に対して聞き取り調査した。虚弱高齢者の自己効力感や主観的健康感の尺度と介護予防基本チェックリス
トが、健康スポーツプログラムにより改善することが確認された。
健康スポーツプログラム実施にかかわる効果判定の指標を検討するために、赤平市、余市町での体力測定を
実施した。また、健康スポーツプログラムが参加住民に及ぼす影響と継続化するために必要な課題についての
アンケート調査を実施した。集団対象の健康スポーツプログラムにあっても、集団のセグメント化により、目
標に応じたプログラムが可能で、その効果も期待されたものとなったことがわかった。
○スポルクラブにおける健康スポーツプログラムの実践およびその効果の検証、健康スポーツ指導者養成プログ
ラムの開発と実践（７０％）
スポルクラブ学生指導者のスキルアップを目的に、指導技術向上研修会を３回行った。学生指導者が担当す
るプログラムの価値創造に寄与することがわかった。
日本睡眠学会＆World Sleep ２０１１に参加し、震災避難時における睡眠阻害要因を運動により解決できる可
能性が示唆されるなどの情報収集を行った。
日本体力医学会に参加し、健康スポーツの開始または教室への通いによって、生活習慣病の危険因子を減少
させるという有意味性について確認した。
平成２４年３月３日（土）紋別市ゴルディック大会（ゴルポッカの類似スポーツ）において呼気ガス測定器
＜健康スポーツ研究分野＞
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（VO２０００，S&ME社）を用いて、寒冷環境で使用出来るか否かの検討を行った。装着後から安静時および歩
行時のデータを計測することができた。結果、測定器を寒冷環境であっても適用でき、データの再現性に関し
ても問題なく使用できることがわかった。
○地方市町村における総合型地域スポーツクラブと連携した複合的スポーツプログラムの実践（８０％）
ゴルポッカの体験活動を通じて総合型地域スポーツクラブと連携した複合的スポーツプログラムの実践を行っ
た。NPO法人こども共育サポートセンター体験活動スポーツプログラムにおいてはゴルポッカを使ったプロ
グラムを昨年に引き続き行なった。この平成２４年度実施プログラムは平成２４年１月１５日（日）に北翔大学内で
「あそびのポッケ広場 第８回～チャレンジザゲーム～」の午前中にゴルポッカを行うものであった。参加者
となった児童からは「上手に飛ばせるようになった」などの技術向上が容易に修得できることを示唆する自己
評価と、「かんじきが何回も脱げた」など道具選びに基準が必要となる課題が確認できた。６０％津別町におい
て、津別小学校 PTAと津別町教育委員会によって開催された「冬まつり」が開催され、昨年に引き続きゴル
ポッカの子ども体験会を行った。プログラムを心待ちにしていた児童が多く参加した。津別町で計画されてい
る総合型地域スポーツクラブにおいて、冬期の児童体力向上プログラムの位置づけとして検討されることとなっ
た。別海町において、別海町商工会青年部と別海町教育委員会、別海町健康づくり指導者サークル「ジェーン」
が協働して行なった「冬とぴあ」において、昨年に引き続きゴルポッカ体験会を行った。参加した高齢者の健
康づくりサークルと児童は、昨年度から冬期のスポーツとして、スノーシューやゴルポッカなどを実践してい
る情報を得ることができた。
ニュースポーツに関連した研究会・情報交換会は，平成２４年３月２日に本学生涯スポーツ研究センターの屋
内の施設および北翔大の屋外グラウンドで開催した。先に，本会の名称を「北方ニュースポーツネットワーク」
（以下，Ｎスポ会と称する）に決め，道内各地域のスポーツ団体（体育協会および教育委員会）に参加を働き
かけた。テーマは「ニュースポーツを広めよう」～多くの情報ネットワークをつくろう～とし，北方の各地と
の連携を図る機会をより多く持つこと、また各地の現状や広まっていない情報を各地域で共有できる場所、ネッ
トワークを構築するためであった。Ｎスポ会の実践発表では，紋別市（大和博之氏），興部町（山本悠貴氏），
滝上町（水上良一氏）のそれぞれの教育委員会から代表者らが共同で推進している室内でのニュースポーツ
「ストロングファイター」，本研究分野（寒冷地スポーツ研究）からは，室内外で実践が可能な「ゴルクール」，
そして屋外の積雪グラウンド上で雄武町教育委員会（佐藤公輔氏）から「ブルームボール」の実践発表があっ
た。また，ニュースポーツのゴルポッカを取り上げ，網走郡津別町教育委員会の石川波江氏からは「ゴルポッ
カによる地域住民の活動効果および実践指導における問題点」，そして札幌市中央区宮の森地域・からだづく
り健康センター所長の加藤修氏からは「ニュースポーツ・ゴルポッカを活用して高齢者の冬のからだづくり運
動について」２題の口頭発表があった。最後に，北星学園大学教授武田秀勝氏の「ニュースポーツの果たす役
割」の基調講演では，四季を通して生涯楽しめる新しいスポーツが地域住民の健康・体力の維持増進に貢献し
ていることを強調していた。
スポーツ栄養セミナーに参加し、栄養士の北海道におけるネットワーク構築の方法について情報を得た。研
修に参加し、北海道における栄養士またはスポーツ栄養士の重要性の把握ができた。栄養士がスポーツ活動に
好影響を与える状況にあり、積極的に各地域または各スポーツ種目に積極的に参入していく現状であることが
わかり、人材として新しい地域にどのように発展させるかの指針を確認できた。
このようなことがスポル研究において、製品としてのゴルポッカの普及促進だけではなく、人材（研究員や
指導者など）をどのように北海道で活用していけば、より地域活性につながるのか、健康スポーツ振興に役立
つのか確認できた。
○北方圏地域における健康スポーツの普及に関する資料収集（５０％）
標津町で行われた全国スポーツクラブサミットに参加し、全国の総合型スポーツクラブにおいて抱えている
課題を資料収集した。総合型スポーツクラブが果たす役割となる、地域ニーズと地域活性化への貢献について、
マンパワーが重要な役割となることが確認された。また、被災時におけるクラブ間の連携についての重要性が
示唆された。
○北方圏住民の自助・共助に必要な身体的要素とそのために必要な運動プログラムの調査開発（７０％）
訓子府町で活動を進めている介護予防サポーターへの支援を通じて、自助・共助に必要な運動プログラムの
調査と試行を行った。虚弱高齢者に実施した運動教室修了生のフォローアップ教室において、あらかじめ計画
された運動プログラムに基づき、介護予防サポーターが指導を行ったところ、安全に運動を実施することがで
きた。また、地域老人クラブに出向いた運動指導を開始し、運動指導だけではなく高齢者の話しの傾聴や必要
な支援についての情報収集など、地域住民でも行なえる地域支援についての示唆を得た。赤平市の運動教室に
おいて、冬期の屋外スポーツプログラムとしてゴルポッカの実践を行った。普段屋内で運動教室を実施してい
る高齢者は、あらかじめプログラムされた屋外スポーツにたいして、強度の設定を加減することができること
がわかった。
○多世代間交流プログラムや北方圏住民のためのアクアフィットネスプログラムの調査開発（３０％）
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多世代交流が社会貢献に果たす役割について必要な資料を収集した。
○地域スポーツプログラムと連動した学生の指導実践の方法について（８０％）
江別市総合型地域スポーツクラブ「きらり」において、学生の指導実践トレーニングを重ね、１０月２日の
「きらりスポーツフェスティバル」において、体力測定会を行った。学生と参加者の交流が図られ、参加者の
信頼を得ていることから、学生の指導技術向上には、参加者の積極的な参加態度が大きく影響されることがわ
かった。
＜自然体験活動グループ＞
○自然体験活動指導者に求められる資質・能力に関する研究（達成度８０％）
・自然体験活動指導者を目指す学生を指導者役と参加者役に分けてアクティビティ指導を行わせ，その様子を
動画で撮影し，相互評価をさせることで自然体験活動指導者に求められる資質・能力について検証を行った。
その結果，自然体験活動のアクティビティ指導においては，参加者への説明の仕方（話し方，スピード，目
配り，ジェスチャー等），指導者間のチームワーク（指導者の配置や役割分担等）アクティビティの事前準
備（活動用具や説明用パネルの準備等），アクティビティを盛り上げる工夫（活動を理解できていない参加
者へのフォロー，効率的な進行等），安全上の配慮（危険な箇所や行為の説明や参加者への声掛け等）といっ
た能力（ハードスキル・ソフトスキル）が重要であることが分かった。
・北方圏における自然体験活動指導者に求められる資質・能力に関する調査を行うため，北海道キャンプ協会
の会員を対象にアンケート調査を実施した。本調査の結果については現在集計中であるが，本調査の結果を
踏まえ，次年度の養成プログラムの開発の検討を行う予定である。
・北方圏における冬季自然体験活動の有効性を検証するため，国立青少年教育施設の事業に参加した青少年を
対象に，事業中の活動量を測定し，活動量の多寡による冬季の運動や外遊びに対する意識の変化について調
査を実施した。本調査の結果については，現在分析中であるが，次年度の養成プログラムの開発の参考資料
にする予定である。
・本研究の結果の一部については，「平成２３年度野外教育実習実践報告書」に掲載するとともに，「関西野外活
動ミーティング２０１２」で研究発表を行った。
○高等教育機関、民間団体における自然体験活動指導者の養成プログラムの実態に関する調査（達成度７０％）
・民間団体における自然体験活動指導者の養成プログラムの実態を把握するため，北海道キャンプ協会主催
「自然を学ぼうプロジェクト・ワイルド講習会」，日本キャンプ協会主催「キャンプディレクター２級（PD）
養成講習会」に参加するとともに，NPO法人自然教育促進会主催「昆虫キャンプ」及び「わんぱく海の子
キャンプ」の視察を行い，民間団体が行う専門的な指導者養成のカリキュラムの構成や内容，指導方法等に
ついて調査を行った。その結果，各団体の指導者養成のカリキュラム構成は，まず理論の講義を行い，その
理論を踏まえて実際にアクティビティの企画・指導を行うといった展開がなされていた。また，自然教育促
進会の代表に，実践を通じてどのように指導者養成を行っているのか尋ねたところ，「野外活動に関する基
本的な知識・技術については事前に研修を行い，事業実施中は，それらをベースに個々のケースに合わせた
指導を行っている。特に，キャンプカウンセリングに関することは，具体的事例に基づく指導・助言が効果
的である。」とのことであった。このことから，自然体験活動の指導者を養成するに当たっては，理論と実
技をセットに展開するだけではなく，そこで学んだことを現場で実践し，その具体的事例に基づき指導を行
うといったOJTを取り入れることが効果的であることが分かった。
・高等教育機関における指導者養成として他大学の雪上活動トレーニングを視察する予定であったが，スケジュー
ルの都合上，視察することができなかった。今年度は民間団体の指導者養成の実態について把握できたこと
から，次年度は高等教育機関の指導者養成の実態について把握し，今後の指導者養成プログラムの開発の基
礎資料にする予定である。
○保健体育教員と自然体験活動指導者の資質・能力の相関に関する研究（達成度８０％）
・「野外教育実習」を履修している教職志望学生を対象に，学校教員に求められる自然体験活動の資質能力に
ついてアンケート調査を実施した。その結果，キャンプ体験をした教職志望学生の多くは，教員になって自
然体験活動の指導をするためには，「計画どおりに進まなかった際の判断力」や「プログラムの企画段階で
状況の変化を予見する能力」，「自然体験活動への情熱」といった資質・能力を身につけておく必要性がある
と感じていることが分かった。また，このようなキャンプ体験を通じて，教職志望学生は，「野外活動の技
術」や「集団活動やその指導の自信」といった指導力を身につけていることも明らかとなった。
・キャンプ体験による教職志望学生の自然体験活動に対する意識の変化や指導力の向上は明らかにすることが
できたが，保健体育教員の資質能力と自然体験活動指導者の資質能力との相関関係については具体的に検証
するに至らなかった。そのため，このことについては，次年度の養成プログラムの開発や教育効果の検証の
際に改めて取り組みたいと考えている。
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平成２３年度の共同研究計画
＜健康サポートグループ＞
１）健康相談室の充実による地域住民への積極的な情報提供とこれらの有効性に関する研究を行う。他のスポル
研究員と連携により，開設頻度を増やし，幅広い相談内容に対応できるようにする。有効性に関しては，利用
率（相談者数／相談希望者数）や満足度をもとに検証する。
２）食生活に改善が必要な人や睡眠不良者を対象に，改善プログラムによる長期的な支援を試行し，介入効果を
検証する。効果検証は食生活調査や血液データ，アクティグラフ（睡眠評価装置）により行う。睡眠時無呼吸
症候群該当者への介入研究を継続して行う。
３）本研究センターで構築したサポート体制を遠隔地の総合型地域スポーツクラブに提供するための準備段階と
して，ある特定の地域においてサポートニーズに関する調査研究を行う。
＜競技サポートグループ＞
１）フィールドテスト・体力測定の実施
アスリートを対象としたフィールドテスト、体力測定を実施し基礎的データを収集する。
２）フィールドテストのバイオメカニクス的検証実験の実施
従来のフィールドテストの力学的メカニズムを解明し、動的安定性を定量評価する手法を開発する
３）スポルアカデミーの実施
本研究成果をトレーナーや選手へフィードバックするアカデミックセミナーを開催する。
平成２３年度の共同研究の進捗状況・研究成果等（当初予定の達成度）
＜健康サポートグループ＞
１．健康相談室の充実による地域住民への積極的な情報提供と有効性に関する研究（達成度：６０％）
健康相談室を７月から１１月まで２４回開催した。開設頻度を増やし，幅広い相談内容に対応できるようにした。
食に関する相談が多く，特に貧血等の持病に対応した食指導の必要性が挙げられた。しかしながら利用者数が
０名ということも多いため，広報に課題が残された。また健康相談室の有効性に関する研究についても実施す
ることができなかった。今後は，健康相談室の場所を含めて検討を行い，地域の方々への支援につなげる予定
である。
また、食育指導のための基礎調査として、「大学生の基礎的な調理技術に対する知悉度」について調査し、
分析中である。
また本年度よりスタートした心理的サポートに関しては，健康相談室における利用者への心理面の支援方法
について，情報収集を行った。その一つとして，臨床動作法の適用の効果に関する情報を得た。臨床動作法は，
「動作」を，その人の「体験様式」の表れとみて，姿勢や体の動き，左右差などに注目し，それらの姿勢や動
＜トータルサポート研究分野＞
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作を変えようとする努力過程を援助する心理臨床的なアプローチの一つとして注目されている。その適用範囲
は，肩こりやひざの痛みなど誰にでもある身体症状の改善から，体の各部位のリハビリテーション・自閉症・
心身症・抑うつ症状・統合失調症などに広がり，心理・医療・福祉・教育等の分野において成果をあげている。
今後，健康相談室の利用者への臨床動作法の適用について検討する予定である。
２．介入研究（達成度：７０％）
１）季節サイクルをふまえた運動と睡眠，精神的健康度の関連
今年度は，介入支援が必要な人を選抜するためにスポルクラブ会員を対象とした健康・睡眠・食事に関する
調査を５－６月に実施した。その結果，睡眠問題が多いこと，また睡眠問題と身体的問題が併せて認められる
などの結果が明らかとなった。また北方圏という地域性を鑑み，季節差が認められるかどうかを検討するため
に，同様の調査を１１－１２月に実施した。５－６月１５４名，１１－１２月１６４名，合計３１８名より回答を得た。５－６
月と１１－１２月を比較すると，精神的健康度の評価となるGHQ３０の合計得点において，両時期での有意差は認
められなかった。また，１１－１２月の方が，入眠時間が短くなり，睡眠時間がやや長くなる傾向は認められたが，
有意な差ではなかった。また食生活の意識について，食態度，食意識，食行動について点数化した１１－１２月の
調査では，７０代以上は５０－６０代より食意識の得点が有意に高く（p＜０．０５），３０－４０代より食態度，食意識の
得点が有意に高い（p＜０．０５）など，食意識と年齢との関連が認められた。現在，これらの結果の詳細につい
て解析中である。
また次年度からの介入研究実施に向け，安平町との研究連携の可能性について検討した。
２）睡眠時無呼吸症候群該当者への介入研究
睡眠時無呼吸症候群該当者への介入研究の結果，特殊なチューブを用いて鼻呼吸を強化する運動方法により
夜間の無呼吸が改善する可能性が明らかとなった。しかしながら，被験者の数が十分ではなく，また脱落例も
少なくなかったため，追加介入を検討するとともに，より取り組みやすい方法も考える必要があると考えられ
た。さらに，これまでの一連の研究結果において，睡眠時無呼吸を含む睡眠障害が，必ずしも心身の健康状態
と相関しないことが明らかとなり，この問題点について，脳・神経系および身体的な健康指標と睡眠障害の関
連について詳しく検討することが必要と思われた。
３．遠隔地のサポート（達成度：５０％）
本研究センターで構築したサポート体制を遠隔地の総合型地域スポーツクラブに提供するための準備段階と
して，赤平市で実施している「まるごと元気プログラム」の体力測定に参加した高齢者５３名を対象に健康・睡
眠・食事に関する調査を行った。アテネ不眠尺度で睡眠状況を評価した結果，不眠に悩んでいる人の割合が低
いことが明らかになった（不眠の疑いがある６％，少し不眠の疑いがある１２％）。睡眠薬を使用する高齢者が
多いとの情報が得られていることから，今後は睡眠薬の使用状況も含めた調査を実施する予定である。また平
成２４年２月に赤平市介護健康推進課が主催した講習会において，高齢者を対象とした睡眠改善に関する講話を
行い，保健師や社会福祉士等地元のスタッフとの連携を図った。その後、こうした専門スタッフを介して地域
住民からの睡眠相談を受け付け、１件に対して回答を行った。
＜競技サポートグループ＞
１）フィールドテスト・体力測定の実施（達成度：９０％）
 スキー選手の体力測定の実施（５月、１１月）
スキー選手（高校生選手２０名、大学生選手２０名）、スケート選手５名を対象として体力測定を実施した。
測定結果を選手へフィードバックし、体力トレーニングの内容についてアドバイスを行い、サポート活動を
実施した。また、スキー選手の体力測定データを収集し、基準値作成のための基礎的な作業とし、論文とし
てまとめた。
 フィールドテストの実施（５月、１２月）
本学体育系学生団体に所属する学生対象に、フィールドテストをシーズン開始時の４－５月、シーズン終
了時の１１－１２月に実施した。対象人数はいずれも約２００名であった。データの収集後、体力レベルの分析を
行い競技毎にフィードバックを実施した。また、平成２３年度に得られたフィールドテストのデータとスポー
ツ外傷の発生頻度との関連性を検討し、第２２回日本臨床スポーツ医学会学術集会で発表した
２）フィールドテストのバイオメカニクス的検証実験の実施（達成度：６０％）
 バランス能力テストの実施
スキージャンプ選手９名と健常成人９名を対象として、動的バランス能力の定量比較を行った。静止立位
中の被験者に不意の外乱を与えて、姿勢制御を行わせた。このときの重心速度および筋活動量を計測して、
動的バランス能力を定量化した。２群の比較からスキージャンプ選手の高いバランス能力および姿勢制御メ
カニズムが明らかとなった。査読付き論文誌に投稿した。
 フィールドテストのバイオメカニクス的検証実験の実施
バランス評価のフィールドテストの妥当性と信頼性をバイオメカニクス的に検証する。体幹および骨盤安
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定化能を評価するために、体幹のスタビライゼーション・エクササイズの一つである「ベンチ」をフィール
ドテストの課題として採用し、体幹・骨盤安定化能の定量化を試みた。パイロットケースとして、１名の被
験者に「ベンチ」を課題として課した。計測では、加速度センサ、ジャイロセンサおよび磁気センサを搭載
する小型モーションセンサ（サイズ４０mm×３０mm×２０mm、質量３０g）を用い、被験者の仙骨部にセンサを
貼付けて、課題動作中の骨盤回旋量と左右方向への移動量の定量化を試みた。骨盤回旋量は、ジャイロセン
サで計測された角速度を時間積分することで計算される。また、左右方向の移動量については、モーション
センサ自体の姿勢を求めてから、加速度の２階積分から算出する。現在、データ解析中である。今後、骨盤
回旋量と左右移動量から骨盤の安定性を定量評価する。
 データベース化
フィールドテストの計測データのデータベースを構築した。データベース構築により、フィールドテスト
の実施回毎の履歴確認、テストの男女別および競技別の平均値、最高値を自動で算出することが可能となっ
た。また、フィールドテストのカテゴリ別に個人のレーダーチャートを自動で作成する機能を組み込むこと
により、個人の体力レベルが視覚的に理解できるフィードバックシートを提示することが可能となった。現
在、スポーツ外傷・傷害の既往歴、現病歴のデータベース化に取り組んでいる段階であり、今後はフィール
ドテストのデータとスポーツ外傷・傷害の関連性を検討する。
３）スポルアカデミーの実施（達成度：９５％）
以下の内容で実施し、スポル年報に報告としてまとめた。
 ５月６日、７日：「ジャンプ動作における力学的左右バランスについて」、「フライト中の姿勢バランスに
ついて」
講 師：山本敬三 参加者：２１名（下川ジャンプ少年団）
時 間：６日１６：３０～１８：００、７日９：００～１２：００
概 要：スキージャンプにおける力学的な左右差の計測法およびその原因についての講義を実施
 ５月８日：「ジャンプ動作における力学的左右バランスについて」
講 師：山本敬三 参加者：２５名（札幌ジャンプ少年団）
時 間：９：００～１２：００
概 要：ジャンプ動作時における力学的な左右差の計測法およびその原因についての講義を実施
 ８月９日 参加者１６名（北海道スキー連盟モーグルスキー選手）
①テーマ：フィールドテストの目的と意味
講 師：吉田昌弘（北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科）
概 要：中学生～大学生のモーグル選手を対象に、フィールドテストを紹介し、テストの目的とデータの
読み方について講義を実施した。
②テーマ：メンタルトレーニング
講 師：竹田唯史（北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科）
概 要：心理的競技能力診断検査を実施し、各選手のメンタル面の強さを測定し、目標設定やリラクセー
ション、サイキングアップについて講習を行った。
 １０月４日、２５日：「スキー選手を対象としたメンタルトレーニングについて」
講 師：吉田聡美氏 参加者：２２名 時間：１８：１０～１９：４０
概 要：スキー選手がシーズン前に必要な心理面についての講義を実施。
 １１月１６日
テーマ：下腿から足部までのセルフコンディショニング
講 師：小林 匠（横浜市スポーツ医科学センター） 参加者：６０名
概 要：陸上競技、サッカーなどで多く発生する下腿、足部のスポーツ障害のシンスプリント、足底腱膜炎
の発生メカニズムと、セルフコンディショニングについて講義を実施した。
４）その他
 冬季スポーツ選手へのトレーニングサポートの実践
①北海道スキー連盟モーグル選手のトレーニングの実施
６月～１０月まで北海道スキー連盟のモーグル選手のトレーニングのサポート活動を実施した。
②北海道ボブスレー連盟強化指定選手へのトレーニングサポートの実施
北海道ボブスレー連盟と連携し、強化指定選手へのトレーニングサポート、およびコントロールテストの
実施支援を行った。
③大学生選手へのトレーニングサポートの実施
大学生アスリートを対象としてトレーニングサポートを実施した。
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研究論文等公表状況
［図書］
・川初清典、竹田唯史、阿部史（２０１１）：メタボリックシンドロームに対して有効な運動・スポーツの実際～９．
スキー～、（坂本静男編）、メタボリックシンドロームに効果的な運動・スポーツ 第６章、１７３１８４、㈲ナップ．
［論文発表］
＜学術論文＞
・Okita K．Combined Use of Nearinfrared Spectroscopy with ３１PMagnetic Resonance
Spectroscopy to Study Cardiovascular Pathophysiology．J Jpn Coll Angiol ２０１２；５２：１０９１１４．［査読
つき］
・Takada S，Kita K，Suga T，Omokawa M，Morita N，Horiuchi M，Kadoguchi T，Takahashi M，Hirabay-
ashi K，Yokota T，Kinugawa S，Tsutsui H．Blood flow restriction exercise in sprinters and endurance
runners．Med Sci Sports Exerc．２０１１ Jul ２５．[Epub ahead of print]［査読つき］
・Suga T，Okita K，Takada S，Omokawa M，Kadoguchi T，Yokota T，Hirabayashi K，Takahashi M，
Morita N，Horiuchi M，Kinugawa S，Tsutsui H．Effect of multiple set on intramuscular metabolic stress
during lowintensity resistance exercise with blood flow restriction．Eur J Appl Physiol．２０１２Mar １４．
[Epub ahead of print] ［査読つき］
・竹田唯史，山本敬三，近藤雄一郎（２０１１）：バンクーバーオリンピック女子モーグル競技決勝における得点・
タイム分析．北海道体育学会学会誌，４６：８７－９４．［査読つき］
・Yamamoto K，Takeda T，Kondo Y，Yoshida M and Katayose M （２０１１）： Takeoff force in ski jump-
ing： age and gender differences．Proceedings of ICSS Vol．５，pp．６３７６４４［査読つき］
・Asaka T，Mani H，Izumi T，Konishi T，Samukawa M，Yamamoto K，Watanabe K．Characteristics of
feedback postural control induced by unexpected surface perturbations in elite skiers．International Pro-
ceedings of Bioinformatics and Biomedical Technology ２９，８９９４［査読つき］
［報告書］
・吉田真，吉田昌弘，山本敬三，竹田唯史（２０１２）：２０１１年度スポルスポーツアカデミー実施報告．北翔大学北
方圏生涯スポーツ研究センター年報．Vol．３．
・竹田唯史，近藤雄一郎，山本敬三，吉田真，吉田昌弘，山本敏美（２０１２）：スキー選手の体力測定結果につい
て．北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター年報．Vol．３．
［学会発表］
・Sato T，Okita K，Takada S，Suga T，Morita N，Horiuchi M，Kadoguchi T，Taniura T，Takahashi
M，Fushima A，Kinugawa S，Tsutsui H．Supplementation of blood flow restriction during resistance
training： examination of its timings．The ５th AsiaPacific Conference on Exercise and Sports Science．
Shanghai University of Sports，Shanghai，China．Nov ２５，２０１１．［査読つき］
・Taniura T，Okita K，Takada S，Suga T，Morita N，Horiuchi M，Kadoguchi T，Sato T，Takahashi
M，Fushima A，Kinugawa S，Tsutsui H．Muscular metabolic stress during resistance exercise with blood
flow restriction in men and women．The ５th AsiaPacific Conference on Exercise and Sports Science．
Shanghai University of Sports，Shanghai，China．Nov ２５，２０１１．［査読つき］
・Sasaki H，Oda S．Relationship between sleep habits and mental health in elderly sports club members，
ECSS２０１１，Liverpool，July ６９，２０１１．［査読つき］
・原崎千鶴子，小田史郎，白川和希：夕方運動の強度及びタイミングの違いが睡眠時の体温，心拍数，心臓自律
神経活動動態に及ぼす影響について，日本睡眠学会第３６回定期学術集会，京都市，２０１１．１０．１５１６．
・木下教子，小田嶋政子：地域住民の食生活に関する意識調査，日本栄養改善学会第５６回学術総会，広島市２０１１．９．８
９
・竹田唯史，川初清典（２０１１）：高齢者の「ゲレンデスキー」における運動強度の測定．日本体育学会第６２回大
会，鹿屋体育大学．
・近藤雄一郎，竹田唯史，川口城二（２０１１）：アルペンスキー競技大回転種目における技術の質的発展構造と技
能レベル区分に関する研究（第２報）．第２２回冬季スポーツ科学フォーラム，野沢温泉．
・竹田唯史，川初清典（２０１１）：ゲレンデスキーにおける高齢者・超高齢者の心拍数からみた運動強度．平成２３
年度北海道体育学会研究大会，北海道教育大学旭川校．
・小林宣子，竹田唯史（２０１１）：スピードスケート選手を対象としたメンタルトレーニングについて．日本スポー
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ツ心理学会第３８回大会，日本大学．
・山本敬三，川初清典（２０１１）：スキージャンプ・テイクオフ動作のバイオメカニクス的トレーニングの提案．
日本体育学会第６２回大会，鹿屋体育大学．
・山本敬三，松澤 衛，川初清典：バランスWii ボードを用いたスキージャンプ用トレーニング機器の精度検証．
第２２回冬季スポーツ科学フォーラム，野沢温泉．
・八鍬勇太，松野友迪，山本敬三（２０１１）：陸上競技・やり投のブロック局面における下肢三関節の力学的役割
の検討．日本体育学会第６２回大会，鹿屋体育大学．
・松野友迪，八鍬勇太，山本敬三（２０１１）：曲線走行の力学的戦略に関する一考察．日本体育学会第６２回大会，
鹿屋体育大学．
・松野友迪，八鍬勇太，山本敬三（２０１１）：陸上競技における曲線走行と直線走行の比較．平成２３年度北海道体
育学会研究大会，北海道教育大学旭川校．
・八鍬勇太，松野友迪，山本敬三：陸上競技・やり投のブロック局面の重心制動と重心回旋のメカニズム．平成
２３年度北海道体育学会研究大会，北海道教育大学旭川校．
・吉田昌弘，小林匠，蒲田和芳（２０１１）：足関節捻挫既往が足関節機能およびパフォーマンスに与える影響．第
２２回臨床スポーツ医学学術集会，ホテル青森．
・Tadayoshi Asaka，Hiroki Mani，Tatuya Izumi，Tomoya Konishi，Mina，Samukawa，Keizo Yamamoto，
Yun Wang and Kazuhiko Watanabe （２０１２）： Characteristics of feedback postural control induced by
unexpected surface perturbations in elite skiers
．４th International Conference on Bioinformatics and Biomedical Technology，ICBBT２０１２，February ２６
２８，Singapore．
［その他］
・小田史郎：睡眠力を伸ばそう～今すぐ役立つ究極の睡眠術．平成２３年度高齢者介護予防講習会，赤平
市，２０１２．２．１５．
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平成２３年度 スポル施設年間利用延べ時間及び利用延べ人数
施 設 名
利用延べ
時間
利用延べ
人数
利 用 内 容
１ スポルホール ２，３７７．９ １９，０５６
競技スポーツ研究，健康スポーツ研究における総合型地域ス
ポーツクラブでの運動指導実践。競技スポーツ研究の技術指
導実践。
２ トレーニングジム ３，０７１．７ ６２，４３５
健康スポーツ研究における総合型地域スポーツクラブでの健
康づくり運動指導実践。競技スポーツ研究における体力トレー
ニング実践。
３ 多目的ホール １，５９５．１ １３，５８６
健康スポーツ研究，トータルサポート研究における総合型地
域スポーツクラブでの運動指導実践。競技スポーツ研究，トー
タルサポート研究における体力トレーニング実践，バイオメ
カニクス実験。
４ ジムナスホール １，６６２．８ ２２，３９２
競技スポーツ研究におけるジュニアおよび大学生を対象とし
た体操指導実践。
５ プール ５２６．０ ６，７１４
健康スポーツ研究における水泳・水中運動指導実践。競技ス
ポーツ研究における水泳トレーニング実践。
６ クライミングウォール ３２９．０ ３９６ 健康スポーツ研究におけるクライミング教室の実践。
７ 第１・第２測定室 ６２５．０ ８６１
競技スポーツ研究，トータルサポート研究における体力測定，
バイオメカニクス実験。健康スポーツ研究，トータルサポー
ト研究における運動生理学実験，睡眠実験。
８ 映像分析室 ５０．０ ７５０
トータルサポート研究におけるスポーツ競技の動作分析。歩
行，日常動作の分析。
９ 大会議室 ６７７．４ ６，４０３
全研究分野における研究打ち合わせ，学会及び講習会の開催
など。
１０ 健康相談室 １００．０ ５０
トータルサポート研究における地域住民を対象とした栄養，
睡眠に関する相談，健康情報提供。
―７３―
